
私は、苦境に立たされている市民に一刻

も早く給付金が届くよう前倒しの給付を求

めつつ、今回の補正予算は全額国費である

ことから、市独自の財政支援策が無いこと

を問題として指摘。他都市のように子育て

世帯の支援として給食費の減免を行うこと

や、経済が上向かないなかで、コロナ対策の

無利子・無担保の融資の返済が始まってい

る市内中小企業・小規模事業者などへ財政

支援を強めることを求めました。 

 

要件満たす人には、申請なくても口

座支給する。事業者支援もスピード

感もってやる        …市長答弁 

山中市長は、給付金の前倒し支給につい

て、「これまでの臨時特別給付金の支給実

績があるなど一定の要件を満たす世帯に

は、申請しなくても登録済みの口座に支給 

する」と答えました。 

市独自の子育て世帯への支援について

は、「物価高騰に対して保護者の負担を増や

すことがないよう令和４年６月補正予算に

て臨時交付金を活用した物価高騰対策を実

施してきた。引き続き物価の推移と子育て

世帯を含む市民生活への影響について注視

していく」と答弁。 

市内中小・小規模事業者への財政支援に

ついては、「これまでに物価高騰の影響を

受け価格転嫁が難しい公衆浴場や交通運

輸事業者、福祉施設等に対し支援を実施し

てきた。また、レシ活バリューを実施し事

業者の皆様や市民生活を支援している。引

き続き、現在策定中の国の総合経済対策を

踏まえ、市民、市内中小・小規模事業者支

援にスピード感を持って取り組んでいく」

と答弁しました。 

裏面に質問と答弁の全文掲載 

 

 

5万円特別給付金の補正予算が成立 

市独自の給食費減免や 
中小企業への財政支援を求めました 
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←予算要望の詳細と全文は党市議団

ホームページに掲載しています。 

10 月 14 日、横浜市会では住民税非課税世帯等に５万円の給付を行うことに必要な補正予算案の審議・採

決が行われ、全会一致で可決されました。採決に先立ち。日本共産党から私、宇佐美さやか（神奈川区選

出）が登壇し、山中竹春市長に質問をしました。給付は 11 月中旬に受け付けを開始し、12 月中旬に支給 

となる流れです。 

宇佐美さやか profile 

‣2015年横浜市会議員に初当選、現在２期 

‣温暖化対策・環境創造・資源循環常任委員、 

基地対策特別委員（副委員長） 

‣1977年港北区生まれ 私立橘学苑高校卒 
‣カレーハウス・パピー、信和配ぜんサービス 

等に勤務  

‣「OFFOFF 東京」元劇団員 

‣家族は、夫と愛犬 ‣羽沢在住 

 

【私の原点】 

 私は、中学入学直後にいじめに遭い、１年生

の時はほとんど学校に行くことはありません

でした。子どものいじめは、大人の社会の縮図

です。子どもが本当に安心してのびのびと成長

できる社会にしたいです。 

 議会では、働くみなさんから直接声を聞き、

改善を求め鶴見資源化センターの劣悪な労働

条件の改善、市営バスの折り返し場のトイレの

設置など進めてきました。現場の声を真っ直ぐ

議会に届けること、市民要望アンケートでいた

だいた要望を区に提出し、実現させることに努

めています。 

を尽くし 

要望書を手渡す党市議団 右から 4番目が山中市長 

2022 年 11 月特別号 

新しい流れ 

もっと強く 

本会議場にて質問する宇佐美 



10 月 14 日 追加補正予算関連質問と市長答弁全文 

宇佐美「苦境に立たされている市民へ本市

独自の支援策を」 

市長「適切な支援策を検討」 
宇佐美：今回の補正予算案では、住民税非課税世帯等

に対する給付金の給付に必要な歳入歳出補正を実施

するとして、全額国費がこの給付事業に充てられます。

実施概要は、対象者として、今年９月 30 日時点で本

市に住民登録があり、世帯全員の今年度の住民税均等

割りが非課税の 407,500 世帯と、今年１月から 12 月

までの家計が急変し非課税世帯と同様の事情にある

と認められる 3,000 世帯としています。開始時期は、

今年 11 月中旬に申請を受付、受付けた順に支給され、

申請の期限は、2023年１月 31日までとなっています。 

補正の内容として、電気・ガス・食料品等価格高騰

緊急支援給付金の給付にかかる事業費となっていま

す。相次ぐ物価高騰と３年に及ぶコロナ禍によって市

民生活は、より苦しくなっています。そもそも、物価

高騰の大きな原因は、異常円安を促進させた「異次元

の金融緩和」政策と『アベノミクス』による金融政策

が手詰まりとなっている事実を認めようとしない岸

田政権の無反省による結果です。日本共産党は、経済

と国民生活を立て直すため、中小企業支援の抜本的強

化による最低賃金 1500 円の実現と、緊急に消費税を

５％に減税し、全ての国民を支援できる提案をし続け

ています。また、小規模事業者やフリーランスの方々

を苦しめるインボイス制度の中止も求めています。さ

らに、370 万人の年金収入 200万円以上で、75 歳以上

の方々の医療費負担の２倍化が今月から実施されま

したが、負担増の撤回を、国会で提起しました。 

総務省が９月 20 日に発表した８月の消費者物価指

数は、総合指数で前年同月比 3.0％前月比 0.3％上昇

となりました。原油などの資源の高騰と急激な円安進

行が様々な所に影響を及ぼし、10 月からさまざまな

商品、サービスの価格が上がります。飲料・食品の値

上げについては、帝国データバンクが主要 105 社を対

象に集計し、１日に公表した内容では、10 月の１か月

間では、6,699 品目に上るそうです。今年１年間では、

２万品目を超え、１世帯あたりの平均負担増は年間７

万円になると試算されています。多くの市民が、いつ

までこの状況が続くのか見通しがつかない状況に不

安を感じています。９月６日の議案関連質疑において、

党市議団が行った質問に対し市長は「物価高騰をはじ

めとした現在の社会情勢のもと市民や事業者の皆様

が広く影響を受けています。今後も社会情勢の変化を

見極め、必要な方々に対し必要な支援を行ってまいり

ます」と答弁されました。今回の補正予算案で、国の

追加策にとどめ、本市独自で予算の上乗せをなぜしな

かったのか、その理由は何か伺います。 

市長答弁：国の追加策を補正予算として提案した理由

ですが、市民や事業者の皆様が置かれている状況を踏

まえ、本定例会において原油価格・物価高騰や新型コ

ロナウイルス関連の対策、また、横浜経済の活性化に

向けた支援策などの補正予算を提案し、議決いただい

た上で速やかな執行に向けて全庁を上げた取り組み

を進めているところです。この度の住民税非課税世帯

等に対する給付金は、国が全国一律かつ速やかな支援

を決定したことから本市においても早急に対応する

ため、追加で提案をさせていただきました。引き続き

必要な支援が行き届くよう適切な支援策の検討を実

施してまいります。 

 

宇佐美「給付金は、一刻も早く届くよう前倒

し支給を」 

市長「迅速かつ確実な支給」 
宇佐美：私は、駅頭で「５万円の支給は、まだですか？」

と聞かれました。さらに別の方々から電話での問い合

わせでも同じことを聞かれました。安倍元首相の国葬

問題がメディアを賑わしていた頃「国葬やっている場

合じゃないでしょう！世の中困っている人が沢山居

るのに、たった１人のために、閣議決定だけで、私の

払った税金の使い方を勝手に決めないでほしい！」と、

多くの方々から怒りの声が寄せられました。日本共産

党市会議員だけでなく議員室にも、生活に困窮してい

る方々から悲痛な声が寄せられます。「食品が何もか

も値上がりして、スーパーの閉店間際の値引きされた

お惣菜を買っている」「値上げの商品が増えて生活を

圧迫している」「食料品だけでなく日用品も値上げさ

れ、水光熱費も値上がりし、生活が苦しい」こういっ

た声に対して、早期に給付金を支給し、生活を支える

ことが本市の役割と考えます。 

本市は既に生活に困窮している世帯を把握してい

るのですから、11 月中旬からの申請受付を待つので

はなく、１週間でも２週間でも良いですから、早期に

支給を開始することを検討してはどうか伺います。 

市長答弁：給付金の前倒し支給についてですが、これ

までの臨時特別給付金の支給実績があるなど一定の

要件を満たす世帯にはご申請いただかなくとも登録

済みの口座に支給します。今回の給付金は価格高騰に

よる家計への影響が大きい方々を支援するものであ

り迅速かつ確実に支給できるよう準備を進めます。 

 

宇佐美「他都市のように給食費の減免を」 

市長「市民生活への影響を注視する」 
宇佐美：本市は、国からの予算のみをそのまま給付に

充てるとしていますが、お隣の川崎市は、市独自で物

価高騰対策として、川崎市内に住む中学卒業前までの

子どもが居る世帯に、子ども１人当たり１万円を支給

する議案が本日議決される予定と聞いています。さら

に、札幌市では、国からの支給と併せて、消費者物価

指数の地域差などを考慮し、低所得世帯に対して、札

幌市独自に１世帯あたり１万円を追加給付する議案

を市議会で議決しています。 

先に述べたように、本市は、追加で独自の予算を組

んでいません。市長は子育て世帯への支援を基本戦略

として掲げた中期計画の素案を作成したのですから

更なる支援策を講じる必要があると考えます。 

先ほど議決された 2021 年度の一般会計決算では、

実質収支で 112 億円の黒字となっています。半額を財

政調整基金に繰入れ、56 億円の余剰金が出ました。９

月補正で約 31 億円を既に使い、残り 24 億円が余剰金

として手元に残っています。さらに、国が９月 20 日

に地方創生臨時交付金追加分を交付する旨を各自治

体に通知し、本市には約 50 億円が交付される予定と

聞いています。本市独自で子育て世帯のための何らか

の手立てに活用することができないかと考えます。例

えば、市内の小学生の給食費を減額するなどのことを

検討してはどうかと考えます。市長の見解を伺います。 

市長答弁：本市独自の子育て世帯への支援として、給

食費の減免をすべきとのことですが、物価高騰に対し

ては、保護者の負担を増やすことがないよう令和 4 年

6 月補正予算にて、臨時交付金を活用した物価高騰対

策を実施しました。引き続き物価の推移と子育て世帯

を含む市民生活への影響について注視をしてまいり

ます。 

 

宇佐美「市内経済支えている中小・小規模

事業者へ財政支援を」 

市長「スピード感をもって取り組みたい」 
宇佐美：物価高騰で、生活苦に喘いでいるのは、低所

得世帯だけではありません。市内経済を支えている、

中小企業・小規模事業者は、コロナ禍で融資を受けて

必死で事業を成り立たせようとした矢先の物価高騰

で、材料費が値上がりしてもお客に価格として転嫁で

きず、物を作って売っても利益が上がらないという苦

しい経営が続き、そこへきてコロナ対策として実施し

た無利子・無担保のゼロゼロ融資の返済が始まり返済

に追われ税金や国保料が納められない状況にまで追

い詰められています。こうした事業者に対しても、更

なる財政支援が必要だと考えますが見解を伺います。 

市長答弁：市内中小・小規模事業者への財政支援の必

要性ですが、これまでに物価高騰の影響を受け価格転

嫁が難しい公衆浴場や交通運輸事業者、福祉施設等に

対し支援を実施してまいりました。また、レシ活バリ

ューを実施し事業者の皆様や市民生活を支援してお

ります。引き続き、現在策定中の国の総合経済対策を

踏まえ、市民、市内中小・小規模事業者支援にスピー

ド感を持って取り組んでまいります。 
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会場にて：左から畑野前衆院議員、上野県議、宇佐美 

市長はもっと市民の生活を見て！ 

最後に「市長、ぜひ市民生活が今どう

なっているのかを直接肌身で感じるた

め、市内の商店街を歩いてみてくださ

い。市民の生の声、商売されている方々

の声にぜひ耳を傾けてください。真に

必要とされている施策が何か理解でき

るはずです。市民の声を聞くとして市

長になられたのですから、ご自身の足

と耳を使い、市民の声を今こそ聞いて

いただくことを要望」して質問を終え

ました。 


